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研究背景

問題：機械騒音，燃焼振動による機器の損傷
対策：共鳴器による騒音低減
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課題

流れの大きさによって𝜽の値が変化

①
流れの大きさ，開口部の形状で
渦度分布はどのように変化するのか

②
吸音，発音に影響のある渦がどこから
発生しているのか

目的
音響抵抗𝜃の変化の原因について共鳴器開口部で発生する流れ場がどのように
関係しているのか調査
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